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慶
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田
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樺
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永
二
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國
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野
北
　
　
悟

田
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英
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中
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國
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平
間
　
智
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香
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正
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瀬
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雄
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牛
島
　
和
廣

古
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公
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鷲
﨑
　
義
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山
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茂
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　　　　　　　9　月　定　例　会　　　　　　　    ※議案等について、賛成、反対の双方あった場合のみ、掲載しています。

議案甲
第30号 多久市立図書館条例の一部を改正する条例 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原　案

可　決
議案乙
第38号 令和元年度多久市一般会計補正予算（第3号） ○ ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ー

令和元年度多久市一般会計補正予算（第3号）に
対する修正案 ● ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ー

○は賛成　●は反対　欠は欠席　退は退席

議 決 結 果　賛 否 表

 議案質疑
質
問
　

事
業
の
内
容
と
経
費
の
内
訳
は
。

答
弁
　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
反

動
減
対
策
と
し
て
２
０
２
０
年
度
に
実

施
を
予
定
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
策
の
実
施
に

向
け
た
環
境
整
備
事
務
経
費
で
す
。

　

内
訳
は
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
設
定
支
援
経

費
１
０
０
万
円
、機
器
購
入
費
・
業
務
委

託
料
64
万
円
、広

報
等
経
費
16
万

円
に
な
り
ま
す
。

質
問
　

現
在
の
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
数
・
取
得
率
は
、ま

た
、今
後
の
市
民
へ
の
周
知
は
。

答
弁
　

平
成
28
年
２
月
か
ら
交
付
業

務
が
始
ま
り
、令
和
元
年
７
月
末
日
時

点
で
交
付
枚
数
２
０
６
２
枚
、交
付
率

10.
79
％
と
な
り
ま
す
。現
在
、国
は
消
費

活
性
化
策
の
仕
組
み
を
抜
本
的
に
見
直

さ
れ
て
お
り
、詳
細
は
今
後
、国
か
ら
説

明
さ
れ
る
の
で
、わ
か
り
次
第
、市
民
に

わ
か
り
や
す
い
広
報
を
行
い
ま
す
。

質
問
　

経
費
の
内
訳
、寄
附
件
数
及
び

金
額
の
推
移
、納
税
額
増
加
の
要
因
、今

年
度
の
状
況
は
。

答
弁
　

返
礼
品
の
経
費
と
し
て
報
償

費
、返
礼
に
係
る
事
務
委
託
料
、ウ
エ
ブ

サ
イ
ト
の
使
用
料
、消
耗
品
及
び
通
信
運

搬
費
、ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
受
付
寄
附
金
の
決

済
手
数
料
で
す
。過
去
３
年
間
は
平
成
28

年
度
が
８
２
５
０
件
で
１
億
３
５
９
２
万

円
、
平
成
29
年
度
が
３
６
６
９
件
で

５
３
６
８
万
円
、
平
成
30
年
度
が

８
９
１
２
件
で
１
億
２
７
５
３
万
円
で

す
。増
額
の
要
因
は
、受
付
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
を
増
や
し
た
た
め
と
考
え
ま
す
。今
年

度
は
８
月
ま
で
７
９
６
７
件
９
２
３
３
万

円
で
す
。

質
問
　

寄
附
者
へ

の
対
応
は
。

答
弁
　

ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
活
用

方
法
に
つ
い
て

定
期
的
に
お
知

ら
せ
し
て
い
ま

す
。

質
問
　

複
合
経
営
等
漁
家
経
営
改
善
支

援
事
業
費
補
助
金
の
具
体
的
な
内
容
は
。

答
弁
　

養
殖
・
加
工
業
を
経
営
さ
れ
て

い
る
内
水
面
漁
業
者
の
機
器
購
入
に
、佐

賀
県
が
１
０
０
万
円
、市
が
20
万
円
を
補

助
す
る
も
の
で
す
。

質
問
　

今
回
の
補
助
金
は
、複
合
経
営

等
漁
家
経
営
改
善
支
援
事
業
の
ど
う
い

う
タ
イ
プ
と
な
る
の
か
、さ
ら
に
補
助
の

上
限
額
、申
請
可
能
な
回
数
は
。

答
弁
　

今
回
の
補
助
金
は
、初
期
設
備

投
資
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
プ
に
該
当
し
、

県
の
補
助
の
上
限
額
は
１
０
０
万
円
で
、

基
本
的
に
は
１
回
の
み
の
申
請
と
な
り

ま
す
。タ
イ
プ
と
し
て
は
、ほ
か
に
地
域

の
中
核
タ
イ

プ
が
あ
り
ま

す
。

質
問
　

ど
の
様
な
事
を
目
的
と
し
て
、

ど
の
様
な
比
較
を
行
い
評
価
し
た
の
か
。

答
弁
　

こ
れ
ま
で
の
開
館
日
・
開
館
時

間
は
利
用
し
や
す
い
状
況
と
は
言
え
ず
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え
、直
営
、一
部

委
託
、指
定
管
理
の
３
方
式
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
　

平
成
30
年
度
の
経
常
収
支
比
率

が
１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
。入
っ
て
く

る
収
入
に
対
し
て
、義
務
的
な
経
費
の
ほ

う
が
多
い（
赤
字
）状
況
で
、毎
年
発
生

す
る
経
費
が
２
０
０
０
万
円
も
増
え
る

案
件
が
提
案
さ
れ
た
の
は
、昨
年
否
決
さ

れ
た
新
図
書
館
建
設
が
前
提
と
な
っ
た

提
案
で
は
な
い
の
か
。

答
弁
　

現
在
の
図
書
館
で
課
題
と
な
る

部
分
を
改
善
し
、利
便
性
及
び
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
も
の
で
、新
図
書
館
建
設

を
根
拠
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問
　

何
を
最
終
目
的
と
し
て
調
査
を

行
う
の
か
。

答
弁
　

平
成
30
年
度
か
ら
個
別
施
設
の

劣
化
診
断
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の

調
査
結
果
を
基
に
優
先
順
位
を
考
え
、

長
寿
命
化
や
更
新
に
つ
い
て
の
方
針
を

検
討
し
ま
す
。

質
問
　

多
久
市
の
よ
う
な
人
口
の
少
な

い
自
治
体
で
は
、公
共
の
施
設
配
置
は

街
づ
く
り
の
上
で
非
常
に
重
要
な
物
で

あ
り
、ど
こ
に
賑
わ
い
を
作
り
、人
の
流

れ
を
考
え
る
こ
と
が
前
提
で
な
け
れ
ば

意
味
が
無
い
と
考
え
る
が
。

答
弁
　

賑
わ
い
づ
く
り
に
公
共
施
設
が

及
ぼ
す
影
響
は
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。建
て
替
え
や
統
合
が
必

要
と
な
る
施
設
に
つ
い
て
は
、そ
の
再

配
置
を
検
討
す

る
場
合
、状
況
に

よ
っ
て
皆
さ
ん

と
話
合
い
な
が

ら
進
め
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。 議

案
質
疑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

利
活
用
に
要
す
る
経
費

１
８
１
万
円
に
つ
い
て

樺　

島　

永
二
郎

議案乙
第38号

公
共
施
設
等
総
合
管
理
に

要
す
る
経
費
７
４
２
万
５
千

円
に
つ
い
て

野
　
北
　
　
　
悟

議案乙
第38号

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
に
要

す
る
経
費
８
６
７
５
万
６
千

円
に
つ
い
て

田　

渕　
　

厚

議案乙
第38号

複
合
経
営
等
漁
家
経
営

改
善
支
援
事
業
費
補
助
金

１
２
０
万
円
に
つ
い
て

田　

渕　
　

厚

議案乙
第38号本

委
員
会
で
は
、平
成
31
年
３
月
１

日
の
産
業
厚
生
委
員
会
審
査
報
告
を
受

け
、「
市
立
病
院
の
今
後
の
あ
り
方
」、「
多

久
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
」を
閉
会
中
継
続
審
査
事
件
と
す
る

こ
と
、新
た
に「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
」も
調
査
・
検
討
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。

ま
た
、市
立
病
院
、農
業
の
事
件
に
つ

い
て
、前
委
員
会
が
平
成
31
年
２
月
15

日
付
け
で
多
久
市
長
へ
提
出
し
た
申
入

書
に
対
し
て
、一
定
の
回
答
を
受
け
て
お

り
、今
後
も
委
員
会
で
動
向
を
注
視
し

て
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

農
業
に
関
し
て
は
、令
和
元
年
７
月

11
日
に
佐
賀
中
部
農
林
事
務
所
、佐
賀

県
農
林
水
産
部
か
ら
県
の
農
業
振
興
の

各
種
施
策
で
あ
る
県
内
の「
中
山
間
地

域
に
お
け
る
現
状
に
つ
い
て
」、「
中
山
間

地
域
に
係
る
各
種
事
業
に
つ
い
て
」、「
ス

マ
ー
ト
農
業
の
動
き
に
つ
い
て
」等
説
明

を
受
け
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
８
月
５
日
に
は
、県
と
の

意
見
交
換
を
受
け
て
、市
農
林
課
か
ら

市
内
の「
中
山
間
地
域
の
事
業
に
つ
い

て
」及
び「
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
に

つ
い
て
」の
取
り
組
み
内
容
や
進
捗
状

況
、課
題
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
は
、こ
れ
ま
で
に
決
定
し
た
閉

会
中
継
続
審
査
事
件
に
つ
い
て
の
行
政

視
察
や
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

産
業
厚
生
委
員
会

閉
会
中
継
続
審
査
報
告

債
務
負
担
行
為
補
正

多
久
市
立
図
書
館
指
定
管

理
委
託
料
１
億
７
９
６
４
万

円
に
つ
い
て

野
　
北
　
　
　
悟

議案乙
第38号

令和元年9月（第42号） 多久市議会だより
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多久市議会だより 令和元年9月（第42号）
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